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アツギのプレーンストッキング「ASTIGU／アスティーグ」

「日本パッケージデザイン大賞2023」に入賞

アツギ株式会社（本社：神奈川県海老名市）は、2022年春夏シーズンにプレーンストッキングの基幹ブ
ランド「ASTIGU／アスティーグ」をリニューアルしています。この新パッケージがこのたび「日本パッ
ケージデザイン大賞2023」ホームケア&電化製品・雑貨部門 銀賞を受賞しました。

アスティーグのパッケージリニューアルについて
アスティーグは、2011年に誕生した、アツギのプレーンストッキングの基幹ブランドです。美意識で選べる11種類

の商品ラインアップと、商品特長を表す漢字一文字をあしらったパッケージで、発売以来プレーンストッキング市場を
牽引してきました。
発売11年目となる今年、アスティーグは、美の固定観念からの脱却をテーマとしてリブランディングを実施しまし

た。具体的には、「はきかえよう、自由を。」をブランドコンセプトに、多様性の尊重、快適性、利便性を徹底的に追
求し、プレーンストッキングを求める全ての人々の心と身体に寄り添ったブランドとして新しく生まれ変わりました。
これに伴い、商品パッケージにおいても、多様性の尊重や利便性の向上を体現するリニューアルを図りました。
■アスティーグブランドサイト https://www.astigu.jp/

日本パッケージデザイン大賞とは、パッケージデザイン領域のプロフェッショナルが作品のデザイン性や創造性を競
うデザインコンペティションで、日本パッケージデザイン協会が1985年から隔年で開催しています。公募により広く
作品を募集し選考が行われ、今回は応募総数1060点の中から大賞1点、金賞7点、銀賞12点、銅賞10点、特別審査員賞4
点が選出されました。アスティーグは、10部門中の「ホームケア＆電化製品・雑貨部門」で銀賞を受賞しました。
■日本パッケージデザイン大賞公式サイト https://www.jpda.or.jp/

日本パッケージデザイン大賞とは
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商品パッケージも紙製にリニューアルすることで、従来よりも開けやすくなり、分別が不要なエコパッケージにな
りました（特許出願中）。

※ 2019年度生産ベース、ペットボトル1本あたり22ｇで算出

忙しい朝も破って簡単に開封できる

処分時も分別いらずの紙パッケージ

新しくなったパッケージが紙製であることを生かし、片手で上部の切り
込み口を破って開封し、ストッキングを取り出すことができる「ワンハン
ドパッケージ」を採用しています。従来は、ストッキングを取り出すまで
に6動作が必要でしたが、破って取り出すという2動作だけで簡単にストッ
キングを取り出すことができます。

環境負荷の低減と軽量化に成功

紙パッケージにすることで、1年間でペットボトル換算約1,420,000本※のプラスチック量を削減することができます。
また、従来のアスティーグパッケージに比べ約40％の軽量化を実現しました。

ストッキングは繊細な商品であるため、従来はパッケージに紙は勿論、プ
ラスチック製の部材も多く使用していました。そのため、処分時には分別の
手間がかかっていました。新しいアスティーグでは、パッケージを構成する
素材の大半に紙を使用しているので、ストッキングを取り出した後のパッ
ケージは分別せずにまとめて紙ごみとして捨てることができます。
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紙製パッケージで利便性の向上と環境配慮を実現

カラーであることが一般的なストッキングのパッケージ正面画像に、あえてモノ
クロ写真を採用しています。これによって、性別や人種にとらわれないニュートラ
ルな印象を形成し、一般的なプレーンストッキングのイメージからの脱却を図ると
ともに、性別・年齢・国籍を問わず手に取りやすくなることを目指しています。
また、従来のパッケージでは、ふとももからつま先までを含めた、いわゆる脚線

美の画像をメインに掲載していましたが、今回は製品特長に合わせたポーズのもと、
脚を大きくトリミングした画像を使用しています。これにより、脚に対する価値観
を押し付けないよう配慮し「美脚の固定観念から自由になって、プレーンストッキ
ングを楽しんでいただきたい」という新ブランドコンセプトを体現しました。
アスティーグの特長である11もの商品ラインアップを、漢字一文字で識別できる

デザインの考え方や、掲載情報を削ぎ落したパッケージデザインは踏襲し、ブラン
ドアイデンティティを継承しました。

今回のリニューアルのアートディレクションは、株式会社日本デザインセンター
が手がけています。

多様性の尊重を目指したアートディレクション


